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 復興大学（学都仙台コンソーシアム）による「教育復興支援」として、被災地における学習支援がはじまり、

本学の教職課程を履修している学生もボランティアとして参加した。本学の学生が参加したのは志津川地区と

丸森地区の３校である。 

 

 志津川中学校における学習支援は、３月 12 日から 30 日までの３週間。１週目に参加したのは京都教育大学

の７人の学生（研修中の現職教員を含む）と本学の４人の学生（英文と情報科学の１年生）である。前夜、京

都をバスで出発した京教大の学生と本学の参加学生全員（９人）が３月 12 日に土樋キャンパスで打ち合わせ

を兼ねた研修会を行い、終了後、11 人がバスで志津川に向かった。２週目は愛知教育大学の学生５人と本学

の学生３人（情報科学３年生）が、３週目は群馬大学・北海道教育大学・福岡教育大学・宮城教育大学の学生

と本学の学生２人（英文と情報科学の３年生）が支援を行った。 

 

支援の内容は授業補助（机間巡視・プリント学習の手伝い）、部活指導、学校備品の整理・解体等多岐にわ

たるものであったが、参加学生にとっては、被災地の厳しい現状を目の当たりにしながらの貴重な体験であっ

た。志津川中学校校長の菅原貞芳先生（本学ＯＢ）は「経済格差が教育格差につながっている。大学生の学習

支援に期待している」「町の復興のために、ゼミ合宿等でぜひ南三陸に来てほしい」と熱く語っておられた。 

 

 丸森地区での学習支援は、丸森小学校と舘矢間小学校の２校。宮城教育大学、東北大学の学生たちと本学か

らは５人が参加し、３月５日から 15 日までの期間、学習支援を行った。 

 

  

写真は志津川中学校と学習支援の様子 


